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【 審 査 結 果 】  

審 査 委 員 会 は 投 野 由 紀 夫 教 授 を 主 査 と し 、主 任 指 導 教 員 の 吉 冨 朝 子 教 授 、副 指

導 教 員 の 大 津 友 美 教 授 、 お よ び 外 部 委 員 の 谷 口 龍 子 元 本 学 教 員 と 立 教 大 学 森 聡

美 教 授 の 5 名 で 構 成 さ れ た 。上 記 論 文 の 公 開 審 査 な ら び に 最 終 試 験 は 2025 年 7

月 26 日 に 行 わ れ 、 審 査 委 員 会 は 全 員 一 致 で 、 申 請 者 に 対 し 博 士 （ 学 術 ） の 学 位

を 授 与 す る の に 相 応 し い と の 結 論 に 達 し た 。  

 

【 論 文 概 要 】  

こ の 研 究 は 、日 本 語 を 母 語 と す る 英 語 学 習 者 に よ る 第 二 言 語（ L2）の 口 頭 に よ

る 感 情 ナ ラ テ ィ ヴ の 特 徴 を 明 ら か に す る こ と を 目 的 と し た 。  

第 1 章 で は 、 本 研 究 の 意 義 目 的 お よ び 研 究 設 問 が 述 べ ら れ て い る 。 個 人 的 な

経 験 を 共 有 し 感 情 を 表 現 す る こ と は 、 日 常 的 な コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン に お い て 不

可 欠 な 要 素 で あ り 、 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 能 力 の 重 要 な 側 面 の 一 つ で も あ る 。

Labov and Wale tzky（ 1967）は 、個 人 ナ ラ テ ィ ヴ の 構 成 要 素 と し て 、「 指 示 的 機

能 」 (referential f unction) と 「 評 価 的 機 能 」 (eval uative fu nction) の 二 つ

を 提 唱 し た 。指 示 的 機 能 は ナ ラ テ ィ ヴ の 事 実 に 即 し た 内 容 に 関 わ る も の で あ り 、

評 価 的 機 能 は 語 り 手 の 感 情 、視 点 、お よ び 出 来 事 の 解 釈 を 示 す も の で あ る 。評 価

は ナ ラ テ ィ ヴ に お い て 中 心 的 な 要 素 で あ り 、 ナ ラ テ ィ ヴ の 重 要 性 を 伝 え る 役 割

を 果 た す 。明 確 な 評 価 が 欠 け る 場 合 、ナ ラ テ ィ ヴ は 無 意 味 な も の と し て 認 識 さ れ

る 可 能 性 が あ る 。  

L2 で 一 貫 性 の あ る 魅 力 的 な ナ ラ テ ィ ヴ を 語 る こ と は 、 言 語 的 、 概 念 的 、 お よ

び コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 的 ス キ ル の 組 み 合 わ せ を 必 要 と す る た め 、非 常 に 難 し い 。

さ ら に 、 文 化 的 な 違 い を 理 解 す る 能 力 も 求 め ら れ る 。 ナ ラ テ ィ ヴ が L2 で の 慣 習

化 さ れ た ス タ イ ル に は 適 合 し な い 場 合 、否 定 的 な 評 価 を 受 け る 可 能 性 が あ り 、誤

解 を 引 き 起 こ す こ と も あ る 。 ナ ラ テ ィ ヴ は 日 常 的 な コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン に お い



て 重 要 で あ り 、 感 情 表 現 と 密 接 に 関 連 し て い る に も か か わ ら ず 、 L2 教 育 の 現 場

で は 、ナ ラ テ ィ ヴ・ス キ ル や 情 動 的 な 言 語 表 現 の 学 習 が 十 分 に 重 視 さ れ る こ と は

少 な い 。ま た 、児 童 の ナ ラ テ ィ ヴ 発 達 に 関 す る 研 究 は 多 く 行 わ れ て い る が 、成 人

L2 学 習 者 の 感 情 ナ ラ テ ィ ヴ に 関 す る 研 究 は 依 然 と し て 限 ら れ て お り 、 特 に 日 本

語 を 第 一 言 語 （ L1） と す る 英 語 学 習 者 を 対 象 と し た 研 究 は 少 な い 。  

そ こ で 、 本 研 究 は 以 下 の 研 究 設 問 （ RQ） を 立 て た 。  

RQ1: 日 本 語 を L1 と す る 英 語 学 習 者 と 英 語 L1 話 者 の 口 頭 感 情 ナ ラ テ ィ ヴ に は ど

の よ う な 違 い が あ る か 。  

RQ2: 英 語 の 熟 達 度 は 英 語 学 習 者 の 口 頭 感 情 ナ ラ テ ィ ヴ に ど の よ う な 影 響 を 及

ぼ す か 。  

RQ3: 海 外 経 験 は 英 語 学 習 者 の 口 頭 感 情 ナ ラ テ ィ ヴ に ど の よ う な 影 響 を 及 ぼ す

か 。  

RQ4: 異 な る 感 情 テ ー マ は 英 語 学 習 者 の 口 頭 感 情 ナ ラ テ ィ ヴ に ど の よ う な 影 響

を 及 ぼ す か 。  

RQ5: 海 外 経 験 と 英 語 の 熟 達 度 が 類 似 し た 英 語 学 習 者 の 口 頭 感 情 ナ ラ テ ィ ヴ に

は ど の よ う な 違 い が あ る か 。  

 第 2 章 で は 先 行 研 究 を 概 観 し て い る 。Labov の ナ ラ テ ィ ヴ の 枠 組 み に 焦 点 を 置

い て 、 評 価 及 び 情 動 を 表 現 す る デ バ イ ス （ evaluation and a ffective devices）

の 概 念 を 紹 介 し 、ナ ラ テ ィ ヴ・ス タ イ ル の 文 化 間 の 違 い に つ い て ま と め た 。さ ら

に 、 L2 で の 口 頭 ナ ラ テ ィ ヴ の 産 出 の 複 雑 さ や 、 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 能 力 に お け

る 重 要 性 を 指 摘 し た 後 、 L2 ナ ラ テ ィ ヴ に お け る 評 価 機 能 を 検 証 し た 先 行 研 究 を

概 観 し 、 ナ ラ テ ィ ヴ ・ ス タ イ ル や 情 動 的 表 現 を 左 右 す る 要 因 に つ い て 考 察 し た 。

本 研 究 で は さ ま ざ ま な 要 因 の う ち 、 以 下 の 5 要 因 に 着 目 し た ： (1)文 化 差 （ 日 英

語 間 の ナ ラ テ ィ ヴ の 特 徴 の 違 い ）、(2)L2 熟 達 度（ と り わ け 語 彙 密 度・ 文 法 の 柔

軟 な 使 用・談 話 の 一 貫 性 ）、(3)言 語 学 習 環 境（ 海 外 滞 在 経 験 の 有 無 ）、(4)ナ ラ

テ ィ ヴ を 引 き 出 す タ ス ク （ ト ピ ッ ク ・ 感 情 テ ー マ ） 、 (5)話 者 の 性 格 の 違 い に よ

る 話 し 方 や 感 情 表 現 の 個 人 差 。  

 第 3 章 で は 方 法 論 が 述 べ ら れ て い る 。 本 研 究 で は グ ル ー プ の 特 徴 を 比 較 す る

量 的 分 析 と 、個 々 の ナ ラ テ ィ ヴ を 比 較 す る 質 的 分 析 の 両 方 を 取 り 入 れ た 。 ま ず 、

28 名 の 日 本 語 を L1 と す る 英 語 学 習 者 と 8 名 の 英 語 L1 話 者 の 感 情 ナ ラ テ ィ ヴ を

比 較 し た 。次 に 、よ り 小 規 模 な サ ブ グ ル ー プ を 比 較 し 、熟 達 度 、海 外 経 験 、感 情

テ ー マ と い う 3 つ の 要 因 が ナ ラ テ ィ ヴ に 与 え る 影 響 を 調 査 し た 。最 後 に 、2 名 の

英 語 学 習 者 を ケ ー ス ス タ デ ィ と し て 分 析 し 、 個 人 差 に つ い て 検 討 し た 。  

 ナ ラ テ ィ ヴ・タ ス ク と し て 、参 加 者 は「 怒 り 」「 恐 怖 」「 悲 し み 」「 喜 び 」「 驚

き 」 の 5 つ の 感 情 テ ー マ に 基 づ き 、 個 人 的 な 経 験 を L2 英 語 と L1 日 本 語 で 語 る



よ う 求 め ら れ た 。  

収 集 さ れ た ナ ラ テ ィ ヴ は 以 下 の 4 つ の 側 面 か ら 分 析 さ れ た 。(1)ナ ラ テ ィ ヴ の

種 類 ： ス ト ー リ ー  (story) か 、 説 明 (acc oun t) か 。 ス ト ー リ ー の 場 合 、 完 結  

(complete ) し て い る か 未 解 決  (unresolved ) か 。 説 明 の 場 合 、 時 系 列 型  

(chronolo gical)か 、反 応 型  (reacti on)か 、全 般 的  (general)か 。 (2)長 さ ： ナ

ラ テ ィ ヴ は い く つ の 節  (clause cou nt)か ら 成 っ て い る か 。 (3)内 容 ： 節 の 内 容

は 行 動  (acti on)・ 状 況 説 明  (orientation)・ 評 価  (evaluation)の い ず れ か 。

(4)情 動 的 表 現 の 種 類：感 情 表 現  (em otio n ex pressions）・評 価 語  (ev aluative 

words) ・ 強 調 表 現  (intensifiers) ・ 直 接 話 法  (repo rted speech) ・ 感 嘆 詞  

(interjec tions)・ 強 調 ア ク セ ン ト  (stress)・ 繰 り 返 し  (repe tition)・ 談 話 標

識  (disc ourse mar kers)・ 直 接 の 呼 び か け  (direct address)の い ず れ を ど の 程

度 ど の よ う に 使 っ て い る か 。  

統 計 分 析 は RQ1（ 話 者 グ ル ー プ ）お よ び RQ2（ 熟 達 度 ）に 対 し て 実 施 さ れ た が 、

RQ3（ 海 外 経 験 ）、 RQ4（ 感 情 テ ー マ ）お よ び RQ5（ 個 人 差 ）は サ ン プ ル サ イ ズ の

制 約 に よ り 統 計 的 仮 説 検 定 は 行 わ れ な か っ た 。  

第 4 章 で は 分 析 結 果 を 、 第 5 章 で は 結 果 を 受 け た 考 察 を 述 べ て い る 。 英 語 学

習 者 と 英 語 L1 話 者 の 比 較 （ RQ1） の 結 果 、 英 語 L1 話 者 は 英 語 学 習 者 よ り も 頻 繁

に ス ト ー リ ー 型 ナ ラ テ ィ ヴ を 使 用 し 、 よ り 多 く の 展 開 や 評 価 的 内 容 を 含 ん で い

た 。ま た 、情 動 的 表 現 の 使 用 に つ い て は 、英 語 学 習 者 は 主 に 感 情 表 現 に 頼 る 傾 向

が あ る 一 方 で 、 英 語 L1 話 者 は 直 接 話 法 、 感 嘆 詞 、 強 調 、 談 話 標 識 、 直 接 の 呼 び

か け な ど 、 よ り 多 様 な 情 動 的 表 現 を 用 い る こ と が 明 ら か に な っ た 。 こ の 結 果 は 、

学 習 者 が 直 接 的 な 情 動 的 表 現 を 好 む 傾 向 が あ る と 示 し た 先 行 研 究 と 一 致 し て い

る 。さ ら に 、両 グ ル ー プ と も に さ ま ざ ま な ナ ラ テ ィ ヴ の 種 類 を 使 用 し た が 、最 も

多 か っ た の は「 未 解 決 型 ナ ラ テ ィ ヴ 」で あ っ た 。こ の 結 果 は 、感 情 ナ ラ テ ィ ヴ に

お い て は 従 来 の 完 結 型 ナ ラ テ ィ ヴ よ り も 未 解 決 型 ナ ラ テ ィ ヴ が 一 般 的 で あ る 可

能 性 を 示 唆 す る 。  

英 語 学 習 者 グ ル ー プ 内 の 熟 達 度 に つ い て の 比 較 （ RQ2） で は 、 熟 達 度 が 高 ま る

に つ れ て 、 学 習 者 は よ り 詳 細 で 評 価 を 伴 う ス ト ー リ ー 型 ナ ラ テ ィ ヴ を 使 用 す る

傾 向 が あ っ た 。 高 熟 達 度 の 英 語 学 習 者 は 、 直 接 話 法 、 感 嘆 詞 、 強 調 、 談 話 標 識 、

直 接 の 呼 び か け な ど 、よ り 多 様 な 情 動 的 表 現 を 使 用 し た 。し か し な が ら 、最 も 熟

達 し た 英 語 学 習 者 で あ っ て も 、英 語 L1 話 者 と 比 較 す る と 感 情 表 現 の 範 囲 が 限 ら

れ 、基 本 的 な 感 情 語 の 繰 り 返 し に 依 存 す る 傾 向 が 見 ら れ た 。こ の 結 果 は 、英 語 学

習 者 が こ れ ら の ス キ ル を 向 上 さ せ る た め に は 、 よ り 具 体 的 な 教 育 的 支 援 が 必 要

で あ る こ と を 示 唆 し て い る 。  

海 外 経 験 の 影 響 に つ い て の 分 析  (RQ3) で は 、ま ず 同 じ 熟 達 度 の 英 語 学 習 者 の



中 で 、海 外 経 験 の あ る 学 習 者 と 海 外 経 験 の な い 学 習 者 を 比 較 し た 。そ の 結 果 、海

外 経 験 の あ る 学 習 者 は 、よ り 長 い ナ ラ テ ィ ヴ を 語 る 傾 向 が 見 ら れ た が 、そ れ 以 外

に 大 き な 差 は 確 認 さ れ な か っ た 。ま た 、海 外 経 験 の あ る 学 習 者 を 除 外 し 、熟 達 度

に 関 連 す る 分 析 を 改 め て 行 っ た と こ ろ 、RQ2 の 結 果 と ほ ぼ 同 じ パ タ ー ン が 見 ら れ

た 。こ れ ら は 、熟 達 度 の 影 響 が 海 外 経 験 に よ る も の で は な く 、独 立 し た 要 因 で あ

る 可 能 性 を 示 唆 し て い る 。た だ し 、海 外 経 験 の 影 響 に つ い て は 、対 象 者 が 少 な い

た め 明 確 な 結 論 を 下 す の は 難 し い 。  

感 情 テ ー マ の ナ ラ テ ィ ヴ へ の 影 響 （ RQ4） に つ い て は 、 感 情 テ ー マ に よ っ て 英

語 学 習 者 と 英 語 L1 話 者 の 間 に あ る 程 度 の 類 似 し た パ タ ー ン が 見 ら れ た 。例 え ば 、

「 恐 怖 」の ナ ラ テ ィ ヴ は 行 動 中 心 で 完 結 型 ナ ラ テ ィ ヴ を と る こ と が 多 く 、「 怒 り 」

の ナ ラ テ ィ ヴ は 長 く 、評 価 を 多 く 含 み 、情 動 的 表 現 が 豊 富 で あ っ た 。一 方 、「 喜

び 」の ナ ラ テ ィ ヴ は 、出 来 事 よ り も 経 験 そ の も の に 焦 点 を 当 て た 記 述 的 な ア カ ウ

ン ト 型 ナ ラ テ ィ ヴ が 多 か っ た 。「 悲 し み 」と「 驚 き 」は 特 に 明 確 な パ タ ー ン は 見

ら れ な か っ た 。こ れ ら の 結 果 は 、特 定 の 感 情 ナ ラ テ ィ ヴ に は 話 者 グ ル ー プ を 超 え

て 予 測 可 能 な パ タ ー ン が 存 在 す る 可 能 性 を 示 唆 し て い る 。  

最 後 に 、 ケ ー ス ス タ デ ィ と し て 選 ば れ た 2 名 の 英 語 学 習 者 （ RQ5） に つ い て 、

量 的・質 的 分 析 を 行 っ た と こ ろ 、類 似 し た 背 景 を 持 ち な が ら も 、異 な る ナ ラ テ ィ

ヴ お よ び 情 動 的 表 現 の L2 ス タ イ ル を 示 し た 。 ま た 、 彼 ら の 日 本 語 と 英 語 の ナ ラ

テ ィ ヴ を 比 較 し た と こ ろ 、全 体 的 な 構 造 や 内 容 は 類 似 し て い た が 、ト ー ン や 感 情

表 現 に は 微 妙 な 違 い が 認 め ら れ た 。こ れ ら の 結 果 は 、文 化 的 背 景 、熟 達 度 や 海 外

経 験 だ け で な く 、個 人 差 が L2 ナ ラ テ ィ ヴ と 情 動 的 表 現 に 影 響 を 与 え る 可 能 性 を

示 し て い る 。  

第 5 章 で は 、 そ れ ぞ れ の 研 究 設 問 に 対 す る 結 果 の 考 察 に 加 え て 、 L2 教 育 に お

い て 個 人 的 ナ ラ テ ィ ヴ に 感 情 表 現 を 導 入 す る た め の 二 段 階 の 教 授 法 を 提 案 し て

い る 。 指 導 で は 特 に 意 識 を 高 め る 活 動 (awareness -ra ising)と 統 制 さ れ た 練 習

(controll ed pra ctice) を し た の ち 、 個 人 化 (personalization ) と 精 緻 化

(refineme nt)の た め の 活 動 を 行 う こ と を 提 唱 し て い る 。ま た 、本 研 究 の 限 界 と し

て 、以 下 の 点 を 挙 げ て い る 。ま ず 参 加 者 の 抽 出 法 お よ び サ ン プ ル サ イ ズ の 制 約 が

あ り 、 特 に RQ3～ RQ5 に つ い て は 対 象 グ ル ー プ の 規 模 が 小 さ い た め 、結 果 を 一 般

化 す る こ と は 難 し い 。加 え て 、ナ ラ テ ィ ヴ・ス タ イ ル や 情 動 的 表 現 に 影 響 を 与 え

る 要 因 は 多 岐 に わ た り 、そ れ ら の 相 互 作 用 を よ り 詳 細 に 検 討 す る 必 要 が あ る 。今

後 の 研 究 で は 、 よ り 大 規 模 で 統 制 さ れ た デ ー タ を 用 い て 、 文 化 的 背 景 、 熟 達 度 、

海 外 経 験 、感 情 テ ー マ 、個 人 差 が ナ ラ テ ィ ヴ に ど う 影 響 を 与 え る か を 探 る こ と が

考 え ら れ る 。  

第 6 章 の 結 論 で は 、本 研 究 が L2 英 語 に お け る 口 頭 の 感 情 ナ ラ テ ィ ヴ の 特 徴 や



感 情 表 現 の 使 用 に 対 す る 理 解 に 貢 献 し 、ナ ラ テ ィ ヴ・ス キ ル が コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ

ン 能 力 に お い て 重 要 で あ る こ と を あ ら た め て 強 調 し て い る 。ま た 、本 研 究 の 知 見

が L2 教 育 に お け る 感 情 表 現 の 指 導 や ナ ラ テ ィ ヴ ・ ス キ ル の 向 上 に 寄 与 す る と し

て い る 。  

 

 

【 講 評 】  

 本 論 文 は 以 下 の 点 に お い て 非 常 に 優 れ て い る と の 評 価 が な さ れ た 。  

①  外 国 語 と し て の 英 語 の 口 頭 ナ ラ テ ィ ヴ の 研 究 で 、日 本 語 を L1 と し 、大 人 の 話

者 を 対 象 に 、 感 情 ナ ラ テ ィ ヴ に 焦 点 を 当 て 、 効 果 的 な ナ ラ テ ィ ヴ に つ な が る

評 価 的 機 能 を 検 証 し た 研 究 は 非 常 に 限 ら れ て い る た め 、 先 駆 的 な 研 究 と し て

希 少 価 値 が あ る 。  

②  先 行 研 究 の 概 観 を は じ め 、 論 文 全 体 の 内 容 が 非 常 に 体 系 立 て て 整 理 さ れ て い

る た め 、読 み や す く 、結 果 部 分 も 日 本 語 を L1 と す る 英 語 話 者 の ナ ラ テ ィ ヴ の

特 徴 が 明 確 に 示 さ れ て い て 意 義 深 い 。  

③  今 後 さ ま ざ ま な 展 開 の 余 地 の あ る 研 究 内 容 で あ る 。 第 二 言 語 習 得 研 究 と し て

は 、 ナ ラ テ ィ ヴ 分 析 を 通 し て 、 談 話 レ ベ ル の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 能 力 の 発 達

段 階 が あ る 可 能 性 を 示 し て お り 、L2 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 能 力 育 成 に 向 け た 英

語 教 育 に お け る 指 導 や 教 材 開 発 の あ り 方 に つ い て の 手 が か り も 提 示 し て い

る 。言 語 評 価 研 究 の 観 点 か ら は 、ナ ラ テ ィ ヴ の 発 達 段 階 の 言 語 的 特 性 を 基 に 、

社 会 言 語 学 的 ・ 語 用 論 的 な 能 力 記 述 に つ な が る 潜 在 的 な 情 報 が 提 供 さ れ て お

り 、 談 話 分 析 ・ 会 話 分 析 研 究 と し て の 探 求 や 、 ナ ラ テ ィ ヴ ・ ス タ イ ル の 対 照

言 語 学 的 研 究 に も 発 展 し う る 実 証 デ ー タ が 示 さ れ て い て 興 味 深 い 。  

 

 一 方 で 、 以 下 の よ う な 指 摘 と 質 疑 が な さ れ た 。  

①  英 語 学 習 者 デ ー タ の 比 較 対 象 が 英 語 L1 話 者 デ ー タ で あ る が 、ナ ラ テ ィ ヴ の あ

り 方 や 指 導 を 考 え る 上 で 、 母 語 話 者 を 規 範 と す る 考 え 方 で い い の か 。  

②  海 外 滞 在 経 験 の 有 無 の み で 英 語 学 習 者 グ ル ー プ を 分 け て い る が 、 滞 在 期 間 や

滞 在 中 の 経 験 の 違 い を 十 分 に 考 慮 し て い な い 。 話 者 の 他 言 語 の 能 力 や 知 識 と

併 せ て 、 ナ ラ テ ィ ヴ ・ ス タ イ ル に 影 響 を 及 ぼ す と は 考 え ら れ な い か 。  

③  日 英 語 に お け る ナ ラ テ ィ ヴ の 対 照 分 析 を よ り 厳 密 に 行 い 、 例 え ば 話 者 が 用 い

る 構 文 の 違 い な ど も 明 ら か に で き な か っ た か 。  

④  量 的 分 析 の 補 足 情 報 や 実 例 の 提 示 と し て 質 的 分 析 が 位 置 付 け ら れ て お り 、 談

話 分 析 あ る い は 会 話 分 析 の 形 を と っ た 本 格 的 な 質 的 分 析 は 行 わ れ て い な い 。  

⑤  実 証 デ ー タ を 踏 ま え た 英 語 指 導 法 に つ い て 提 案 が な さ れ て は い る が 、



awar eness-raising の モ デ ル と な る 教 材 は ど の よ う に 開 発 す れ ば い い の か 。

検 証 結 果 を 踏 ま え た モ デ ル を 作 成 す る 手 順 を 具 体 的 に は 示 し て い な い た め 、

教 育 現 場 で 実 践 に 直 接 結 び つ け ら れ る た め の 検 討 が も っ と 必 要 で あ る 。  

⑥  ナ ラ テ ィ ヴ ・ デ ー タ の 文 字 化 ・ ア ノ テ ー シ ョ ン ・ 分 析 は 体 系 的 に な さ れ て い

て 評 価 で き る が 、統 計 デ ー タ か ら 読 み 取 れ る 解 釈 の 記 述 が 不 十 分 な 点 が あ り 、

す べ て の 統 計 デ ー タ に 対 す る 議 論 が 尽 く さ れ て い る と は 言 え な い 。 ま た 、 さ

ま ざ ま な コ ー デ ィ ン グ を 行 っ て は い る が 、 ど の よ う な 言 語 的 特 性 が 最 も 重 要

な 観 点 な の か 、 総 合 的 な 見 解 が わ か る と な お 良 か っ た 。  

 

 こ れ ら の 指 摘 や 質 疑 に 対 し て 、 ウ ォ ン 氏 か ら は 以 下 の よ う な 回 答 が あ っ た 。  

・ 英 語 L1 話 者 の ナ ラ テ ィ ヴ は ひ と つ の あ り う る 目 標 で は あ る も の の 、母 語 話 者

規 範 を 非 母 語 話 者 が 採 用 し な く て は な ら な い と は 思 っ て い な い 。  

・他 の 言 語 能 力 の 影 響 や 、海 外 滞 在 期 間 中 の 経 験 は 確 か に ナ ラ テ ィ ヴ・ス タ イ ル

に 影 響 を 及 ぼ す 可 能 性 が あ る と 認 識 し て い る が 、 今 回 は 詳 細 ま で は 追 求 で き な

か っ た 。  

・日 英 語 の ナ ラ テ ィ ヴ の 対 照 言 語 学 的 研 究 や 、ナ ラ テ ィ ヴ 能 力 向 上 の た め の 指 導

法 に つ い て は 、今 後 の 課 題 だ と 理 解 し て い る 。特 に 英 語 教 育 学 へ の 実 践 的 応 用 に

つ い て は 追 究 し て い こ う と 考 え て い る 。 ま た ナ ラ テ ィ ヴ の 振 り 返 り デ ー タ も ナ

ラ テ ィ ヴ 分 析 に お い て 有 効 で あ る た め 、 や り と り を 通 し た 対 話 的 ナ ラ テ ィ ヴ

(interact ive narrative )の 調 査 と 併 せ て 、 将 来 の 研 究 の 対 象 と し た い 。  

 

審 査 委 員 か ら 出 さ れ た 指 摘 や 質 疑 は 、 い ず れ も 今 後 の 研 究 の 発 展 を 期 待 し て

の 提 言 で あ り 、 本 論 文 が L2 による感情ナラティヴ分析として希少価値のある先駆的研

究であり、今後の研究への広がりのある示唆に富んだ内容であることを否 定 す る も の で

は な か っ た 。い ず れ の 指 摘 や 質 疑 に 対 し て も ウ ォ ン 氏 は 誠 意 あ る 回 答 を し 、自 ら

の 研 究 の 課 題 に つ い て も 十 分 に 自 覚 し て い た 。 ま た 今 後 の 研 究 に 向 け た 展 望 に

つ い て も 、 具 体 的 な 構 想 を 述 べ る こ と が で き た 。  

 

【 総 合 評 価 】  

 以上の論文評価および最終試験での質疑応答の内容から、本論文は日本語を L1 とする

L2 英語話者による感情ナラティヴの特徴を実証し、その英語教育学への応用の可能性を示

した、学術的意義および教育実践的意義の高い実証研究であると評価され、学位申請者が

研究者としての資質を十分に有していると判断された。よって審査委員会は全員一致で、

学位申請者が博士（学術）の学位を授与するにふさわしいとの結論に達した。 

 


